日本語授業をより効果的にするために : 職業日本語におけるタスク中心の指導法について by 張 冬梅





The research of the application of task-based language teaching(TBLT) in the world has shown 
a tendency towards multiple stratifications. However, the research for the complexity of TBLT is not 
sufficient in terms of different phases of language teaching. What’s more, the change of teachers’ roles 
and ideas in TBLT has not been deeply probed into, and there are comparatively fewer practice and 
research for the application of TBLT in vocational colleges in China. This paper tries to probe into the 
application of TBLT in Japanese teaching for vocational colleges in China by combining psycholinguistics 
with the theories of pedagogy, and discuss how to keep the students taking notice of language forms in 
their communication activities so as to improve their language performance systematically.
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　教科の中にタスクに活用できるテキストのリストは
目次 テキストに出てくる主な文型 設計したタスク内容
第６課　日曜日
～を～ます／ません（か）／ましょう
～は～に／で／と～ます（５課）
日曜日のスケジュールを相
談する
第９課　デパート
～に～が～あります／います
～は～に～あります／います
学校の体育館の位置を尋ね
る
第12課　家族
～をしてください；～ています 描かれた特徴でクラスメー
トを特定する
第14課　寮のルール
～てもいいです／～てはいけません
～から，～；～てから；　
～ないでください；～なくてもいいです；
～なければなりません（13課）
依頼表現　
相談・許可をもらう
第15課　漫画
～（こと）ができます；趣味は～ことで
す
自分のできること
第17課　旅行の思い出
～する／したことがあります；
～たり～たりします
思い出について
第21課
～をくれる；～してあげる／もらう／く
れる
プレゼントの交換
第27課
～した（しない）ほうがいいです 人にアドバイスをする／も
らう表現
第28課 ～と言っています 伝達・伝言表現
第31課
～（ない）ようにします；～ようにして
ください
願いと要求の伝達
次のようである．
表２　タスクに活用できるテキストのリスト
　以上の授業でタスクベースの教授法を行う時，学習
者のレベルを常に頭において考えなければならないと
思う．普通は日本語の知識を十分に身につける中，上
級学習者に学習項目を提示しないほうが基本であり，
まずタスクを実行してから，学習項目を提示する．そ
して，練習をしてからタスクを遂行する．しかし，こ
れらの授業は一年生の日本語学習者を対象として行う
ため，簡単な日常生活の会話はまだ話せるレベルに達
していないから，最初に学習項目を提示し，練習をす
る，そしてタスクは応用練習のために導入されるパ
ターンを取った．
４．３　結果の分析と考察 
　一年にわたって，日本語の授業は教科書第二冊の
33課までやったが，タスクベースの指導法の授業に
適したテキストを再設計し，授業の実態を観察しなが
ら，分析してみた．次の結果が出てきた：
（１）昔と比べたら，クラスの雰囲気が変わった．
ロールプレイをするから，新鮮さを持ちながら，学生
は興味が湧いてくるように見える．（２）学生の反応
を観察すると，教師の指示に従い，すぐ活動を行う学
生もいれば，どう対処してよいかわからない様子を見
せる学生もいる．（３）授業時間が常に不足している
ような気がする．学生が39人もいるから，ペアやグ
ループになってタスクを行っていると，予定した授業
進度がいつも遅くなってしまう．（４）タスクを実行
する際に，教師の説明や指導不足で学生が一時期無秩
序の状態になったときがある．（５）ロールプレイを
実行する時間が長くなってしまったため，ロールプレ
イに新鮮さを失って，ある学生がまるで他人事のよう
な顔をしており，ゲームやおしゃべりをし始めた．
（６）ユニットテスト，中間テスト，期末テストの成
績を総合的に見たら，平均点が思った通りに大いに上
がらなかった．
　この結果によれば，タスクベースの指導法は確かに
学生の学習意欲を向上させできるが，必ず最終の試験
成績と直接に関わると思わない．また，タスクの実行
には教師の役目が前より大きいと思う．タスクの設計，
内容の説明，時間などにいろいろな工夫が必要になり，
教師経験の浅い人にとってはかなり難しい．
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５．まとめと課題
　経済のグローバル化の発展につれて，中国は世界各
国との経済協力も日に日に増えていく．職業日本語も
大きな発展のチャンスに直面し，社会経済にますます
重要な役を担っていくと思う．今の社会は国際複合型
人材のニーズがますます高まり，このような総合的な
人材の育成も緊迫してきて，職業日本語教育も大きな
挑戦に直面している．高等職業専門学校の日本語教育
の中に，タスクベースの教授法が導入するのは，教室
で実際の活動シーンがシミュレートできるし，日本語
を使ってコミュニケーションの能力も育成できる．こ
の教育実践から，タスクベースの教授法が学習者の学
習意欲を奮い立たせ，総合的な言語運用能力を育成さ
せ，学生の全面的な発展にも有利だと実証できる．し
たがって，日本語の授業にタスクベースの教授法を導
入するのは，ますます多くの日本語教師の選択となっ
ていると信じている．しかし，職業学校の学生の特徴
を考慮しながら，言語教育の組織と実施を考えなけれ
ばならない．教育内容の伝授に，学生の受け入れ程度
と受け入れる能力も考慮しなければならないと思う．
　職業専門学校の日本語教育は学習目標と要求が多様
性を持っているが，従来の指導法は単に教育内容，重
点と難点，教育ステップに焦点を当てている．教育大
網と教材に規定されている言語項目で授業をするのが
強調されている．そこで，従来の指導法がもう今の職
業日本語の教育活動に適していないと思う．タスク
ベースの指導法を行ったこの実証研究から，教師の役
割が非常に大きいと初めて気づいた．教育活動で，特
定のコミュニケーションと言語項目をめぐって，具体
的，操作可能な言語活動をデザインするのは教師の役
目である．学習者が言語表現，コミュニケーション，
交渉，解釈，相談などを通じて，タスクを達成し，言
語をマスターする目的とする．
　タスクベースの教授法は教師により大きなゆとりが
提供でき，教師が学生と教育リソースの具体的な状況
に応じて，教育活動をデザインできる．この教授法は
教師により多いより高い要求を求めると言える．（１）
学習目標やニーズに基づき，タイムリーに教育内容と
方法を調整する．教師は学生の現実における本当の言
語用件が分かるこそ，学生の本当のモチベーションと
学習意欲が向上できる．（２）明確になった学習ニー
ズを分類して，状況に応じて違ったタスクを設計する
のは必要だ．コミュニケーションのすべての側面が網
羅できるようにデザインしなければならない．（３）
学生がタスクを達成する過程に，必要なヘルプとサ
ポートを提供し，学生のコミュニケーションに励むべ
きだ．途中に学生の言葉や文法の間違いをその場で指
摘し，学習の意欲を挫けないように常に心掛けなけれ
ばならないと思う．ゆったりとした雰囲気を作り出し，
学生を大胆に実践させるべきだ．教育の過程に，意味
の伝達とタスクの達成が言語の表現に優先するのは常
に覚えなければならない．（４）学生が教室でタスク
の発表をした後，タイムリーにフィードバックを与え
ながら，ほかの学生にもフィードバックを求めること
より，学生にタスクの具体的な目標を明確にさせる．
（５）適当なタスクを設計する必要がある．所謂適当
なタスクとは，難易度から見れば適宜なタスクで，難
しすぎたら，学生がつる無き弓に羽抜鳥になってしま
い，簡単すぎたら，学生のやる気が引き出せない．し
たがって，タスクベースの教授法を採用する時，学生
の表現と要求によって，その時その場に応じて，適切
な応答を必要とする．そして，タスクの状況を最大限
に考慮される必要がある．
　今後の課題として，次のものを解明したい．（１）
言語教育のさまざまな段階に，タスクベースの指導法
の複雑さについて．（２）タスクベースの指導法のも
とで，授業のオーガナイザーとして，教師の役割と考
え方の変わりについて．（３）有意義なコミュニケー
ション活動において，どのようにして学生に正しい言
語形式が保持できるのかを求めて，企画的に学生の言
語能力の運用を促進することについて．（４）学生の
人数が多い職業教育の教室で，タスクベースの教授法
が実行可能なフレームワークを提供する方法の検討に
ついて．（５）いかにしてタスクの大網の規範を定め
て，タスクの選択の任意性の解決について．これから
長時期にわたって，タスクベースの授業実態を測定し，
フィードバックや授業後のアンケートなどを通して，
学習者のコミュニケーション能力がどのぐらい向上さ
せるかについてもっと研究していきたい．
Received date 2012年12月26日
引用
　１）２） 吉川実樹ら『TBLT導入による英語授業の
改善』　愛知県総合教育センター研究紀要 
98集
参考文献
１.石田敏子（1988）『日本語教授法』大修館
２.岡崎敏雄・岡崎眸（1990）『日本語教育におけるコ
34 張　冬梅
ミュニカティブ・アプローチ』凡人社
３.日本語教育学会編（1995）『タスク日本語教授法』
凡人社
４.青木直子　土岐哲　尾崎明人（2001）「日本語教育
学を学ぶ人のために」世界思想社
５.村野井仁（2006）『第二言語習得研究から見た効果
的な英語学習法・指導法』大修館
６.吕良环（2001）《国外外语教学改革趋势》全球教育
展望
７.肖坤学（2001）《经济全球化：外语人才培养的机遇
与挑战》广州大学学报
８.戴德忠（2004）《日语教育在中国》人民中国
９.卢贤梓（2006）《日语专业建设与应用型人才培养》
广东培正学院学报
10.刘绮霞（2009）《日本在华企业所需专业人才培养
模式的探讨》商场现代化
11.刘林涛（2004）《“任务驱动”教学模式的研究与实
践》现代教育科学
12.韩宝成（2003）《语言测试的新进展：基于任务的
语言测试》外语教学与研究
13.方文礼（2003）《外语任务型教学法纵横谈》外语
与外语教学
14. 孙伏辰（2011）《任务型日语教学法之实证研究》
时代教育
15. 陈海笑（2011）《浅谈任务教学法在大学日语教学
中的应用》科技创新导报
16. 周晓冰（2012）《“任务型教学法”在高校日语听力
课教学中的应用研究》三门峡职业技术学院学报
17. 胡岸（2012）《任务型教学在大学日语阅读教学中
的应用》课外阅读
